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教育の責任 
学科の専⾨教育において、主に中古⽣代の地質や古⽣物、古環境に関すること、恐⻯⾜跡化⽯
などの⽣痕学の教育を担当している。また博物館の学芸員としての経験に基づき、博物館での
調査研究、標本の整理保管、展⽰、教育普及活動などの教育についても担当している。 
卒業研究では、北陸地⽅に分布する中⽣層の古環境の解明をテーマに指導を⾏なっている。 
教育の理念 
グローバルな視点で物事を捉え、⼈の意⾒に流されずに、⾃分の頭で考え、問題の解決を図る
⼒を養ってほしい。 
教育の⽅法・⽅針 
（⽅法） 
・現在の地球の環境について、学⽣⾃ら課題や問題点を探し出し、持続可能な開発について検
討する。 
・できるだけ⾃分の野外調査や研究の実体験に基づく内容を講義に積極的に盛り込む。 
・野外での観察を重視し、化⽯や岩⽯の実物標本を使⽤した講義や実習を⾏う。 
・講義に最近話題となっている地球科学に関するグローバルなテーマを取り上げる。 
（⽅針） 
・課題や問題点を⾒つけ、その解決⽅法を論理的に考える⼒を養う（⼈の意⾒に流されない、
⾃分で考える）。 
・局所的な事象にとらわれず、地球全体を⼀つのシステムとして捉え、地球史における時間の
流れの中で物事を俯瞰できるマクロな視点を養う。 
教育の成果 
担当した講義のアンケートでは、⾼い満⾜度が得られた。 
野外実習で化⽯採集を⾏なったが、暑い中時間ギリギリまで熱⼼に採集作業を⾏なっていた。
学⽣の中には、⼤学の博物館で採集した化⽯のクリーニングをしたいと申し出た学⽣が複数い
た。 
担当した卒論⽣から、「卒論を通じて、調査や研究の楽しさがわかりました」と指導に対して肯
定的な感想を得た。 
今後の⽬標 
実物標本や、野外で露頭や地形などを観察する機会をできるだけ多くする。 
学⽣が個⼈で⾒学しやすい、地層や地形を紹介、解説する。 
根拠資料 
・レポート課題・教材（配布資料） 
・授業アンケート結果 

 


